
 

平
成
26
年
度
第
54
回
志
木
市
商
工
会
通
常
総
代
会
が
多
数
の
総
代
の
皆
さ

ん
と
香
川
市
長
初
め
来
賓
の
方
々
の
ご
臨
席
の
も
と
す
べ
て
の
議
案
を
ご
承

認
頂
き
無
事
終
了
し
䣍
新
年
度
の
ス
タ
䤀
ト
を
切
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
䣎 

安
倍
内
閣
の
三
本
の
矢
䣍
䣓
金
融
政
策
䣔
䣓
財
政
政
策
䣔
が
進
み
三
本
目
の

矢
で
あ
る
䣓
成
長
政
策
䣔
が
放
た
れ
景
気
も
少
し
上
向
き
に
な
䣬
て
き
た
感
が

あ
る
中
䣍
４
月
よ
り
消
費
税
が
５
％
か
ら
８
％
に
な
り
我
々
小
規
模
事
業
者
に

と
䣬
て
は
又
䣍
先
が
見
え
な
い
状
況
に
な
䣬
た
気
が
し
ま
す
䣎 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
今
年
度
も
本
会
は
総
合
的
な
経
済
団
体
と
し
て

経
営
改
善
普
及
事
業
を
基
本
に
会
員
企
業
と
の
金
融
䣍
税
務
相
談
業
務
を
強
化

す
る
と
共
に
福
利
厚
生
事
業
の
充
実
や
情
報
提
供
等
幅
広
く
取
り
組
ん
で
会

員
メ
リ
䣹
ト
の
増
強
を
図
䣬
て
参
り
ま
す
䣎 

又
䣍
重
点
推
進
項
目
で
あ
る
行
政
と
の
連
携
強
化
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
観

光
事
業
を
䣍
昨
年
度
末
に
連
携
協
定
を
締
結
し
た
十
文
字
学
園
女
子
大
学
の
協

力
の
も
と
積
極
的
に
行
䣬
て
参
り
ま
す
䣎 

特
に
䣓
田
子
山
富
士
䣔
の
䣓
山
開
き
䣔
と
皇
帝
ダ
リ
ア
の
植
栽
を
観
光
事
業

化
し
䣍
親
水
公
園
䣍
い
ろ
は
か
䣬
ぱ
を
イ
ベ
ン
ト
の
基
と
し
て
事
業
展
開
を
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
䣎 

䣓
東
日
本
大
震
災
䣔
か
ら
早
３
年
が
経
ち
ま
し
た
䣎
昨
年
の
10
月
に
役
員

研
修
と
し
て
石
巻
か
ほ
く
商
工
会
䣍
南
三
陸
町
等
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
が
ま

だ
ま
だ
復
興
に
は
時
間
が
か
か
る
事
を
実
感
し
䣍
今
年
度
も
事
業
を
通
し
て
義

援
金
の
拠
出
を
図
䣬
て
行
き
た
い
と
思
䣬
て
い
ま
す
䣎
チ
䣺
リ
テ
䣵
ゴ
ル
フ
䣍

䣓
か
䣬
ぱ
ふ
れ
あ
い
館
䣔
を
拠
点
と
し
た
チ
䣺
リ
テ
䣵
イ
ベ
ン
ト
䣍
䣓
市
民
ま

つ
り
䣔
で
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
と
思
䣬
て
い

ま
す
䣎 

２
０
２
０
年
に
56
年
ぶ
り
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
䣹
ク
開
催
が
昨
年
決
定
さ

れ
䣍
そ
れ
に
向
け
て
の
景
気
の
回
復
を
䣓
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
䣔
効
果
と
と
も
に
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
䣎 

本
年
度
も
商
工
会
と
し
て
の
使
命
と
役
割
を
役
員
の
皆
様
と
職
員
と
共
に

果
た
し
て
行
き
た
い
と
思
䣬
て
い
ま
す
䣎 

会
員
の
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
䣎 
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会長あいさつ 福利厚生事業 

 

 補助金についての報告 

経営革新計画承認事業所 

 
部会だより 

主な内容 

総代会の報告 

田子山富士山開きについて 

決算・予算の概要 
いろは親水公園まつり報告 

金融のお知らせ 

䦅
景
気
回
復
を 

䣓
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
䣔
に
期
待
䦅 

 

５
月
23
日
志
木
市
民
会
館
パ
ル
シ

テ
䣵
に
於
い
て
䣍
第
54
回
通
常
総
代
会

が
多
数
の
来
賓
の
ご
臨
席
の
も
と
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
䣎 

主
催
者
を
代
表
し
て
清
水
商
工
会

長
は
䣍
䣓
今
年
度
も
福
利
厚
生
事
業
の

充
実
に
よ
る
会
員
メ
リ
䣹
ト
の
増
強
䣍

産
学
公
連
携
に
よ
る
観
光
事
業
の
推

進
な
ど 

総
合
的
な
経
済
団
体
と
し

て
地
域
に
貢
献
し
て
ゆ
き
た
い
䣎
䣔
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
䣎 

そ
し
て
䣍
議
事
は
第
一
号
議
案
か
ら

四
号
議
案
ま
で
原
案
通
り
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
䣎 

 

券  の  種  類 金 額（税込） 

『 春 』券                ４月 1日 ～ ６月 30日の期間有効 1枚１,０００円 

『７月』券（プール券付）   ７月 1日 ～ ７月 31日の期間有効 1枚１,０００円 

『８月』券（プール券付）  ８月 1日 ～ ８月 31日の期間有効 1枚１,５００円 

 

特別利用券無料配布 
特別利用券の配布方法は抽選になります。 
1,000円の特別利用券を１ヶ月毎に、１事業所５枚以内で配布いたします。 

 

⍫平
成
二
十
六
年
度
⎞
向
⎄
⎙
⍬ 

会
長 

清
水  

良
介 

ユナイテット・シネマ（２１劇場）とシネプレックス（１２劇場）の全国３３劇場でご利用頂ける映画鑑賞券を販売しております。 

●一   般 ： １枚１２００円（通常料金１８００円） 

●有効期限 ： 平成２６年８月３１日 

●利用方法 ： 映画鑑賞時に特別鑑賞券をチケット売場で日時指定券に引換えてください。 

（ﾕﾅｲﾃｯﾄ・ｼﾈﾏ浦和、ﾕﾅｲﾃｯﾄ・ｼﾈﾏ ｳﾆｸｽ南古谷、ﾕﾅｲﾃｯﾄ・ｼﾈﾏ入間、ｼﾈﾌﾟﾚｯｯｸｽ新座、他） 

ものづくり・商業・サービス革新 

補助金説明会開催報告 
去る 3 月 6 日（木）志木市民会館にて、国が

公募する「ものづくり・商業・サービス革新補助

金」の説明会を開催いたしました。何か現状を

変えたいと考えている会員の皆様に対し、当補

助制度の概要、チェックポイントをご説明し、個

別相談を承りました。 

 「ものづくり・商業・サービス革新補助金」と

は、試作品・新商品の開発や生産プロセスの改

善、新しいサービスや販売方法の導入など、中

小企業・小規模事業者が事業革新に取り組む費

用の 2/3を補助するものです。平成 24年度補正

予算で「ものづくり補助金」を実施したところ好評

であったため、今回の平成 25 年度補正予算で

は新たに「商業」と「サービス」を追加して実施す

ることになりました。補助額の上限 1,000 万円

（医療・環境・エネルギーなど特定分野への投資

は 1,500万円）です。 

「小規模事業者持続化補助金」 

経営計画作成支援セミナー＆個別相談会開催報告 
小規模事業者が、人口減少や高齢化などによる地域の需要の

変化や事業環境に応じた持続的経営を行うのに必要となる、資金

調達にも役立つ経営計画の作成を支援するため、また、施策情報

の提供や「小規模事業者持続化補助金」の申請等に関する相談に

ついても対応した小規模事業者向けセミナー・個別相談会を実施

しました。 

・セミナー実施日：4月 25日(金)、5月 2日(金)、9日(金)の 3日間 

・個別相談実施日：5月 16日(金)、22日(木)の 2日間 

・第 1次第 1回公募申込事業所：9事業所 

 内採択決定事業所 4事業所 

・第 1次第 2回公募申込事業所：13事業所 

 採択決定予定日 6月末日 

・第 2次公募は、平成 26年７月初旬開始の予定です。 

 
「小規模事業者持続化補助金」とは、わが国の小規模事業者

のほとんどは経営資源が不足していることから、全国にネッ

トワークを持ち、地域に密着している商工会を活用しなが

ら、人口減少や高齢化などによる地域の需要の変化に応じた

持続的な経営に向けた取り組みを支援し、地域の原動力とな

る小規模事業者の活性化を図ることを目的とします。 

 本事業は、持続的な経営に向けた経営計画に基づく、小規

模事業者の地道な販路開拓（創意工夫による売り方やデザイ

ン改変等）などの取り組みを支援するため、それに要する経

費の一部を補助するものです。補助金の上限 50万円（雇用を

増加させる場合、又は従業員の処遇改善に取り組む事業者は

100万円） 



             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

NO.   事 業 所 名   業  種 住 所 部 会 

1 志木ライオンズクラブ  社会奉仕 本 町 ｻｰﾋﾞｽ 

2  JS 司法書士事務所  司法書士 新座市 ｻｰﾋﾞｽ 

3 ㈱ D.P.M  額縁製造業 上宗岡 工 業 

4  居酒屋 つかさ  飲食業 下宗岡 商 業 

5 松原鍼灸治療院  鍼灸マッサージ 館 ｻｰﾋﾞｽ 

6  たしろ製菓  製菓販売業 市 外 商 業 

7 ㈲龍川工務店  建築業 柏 町 建 設 

8 ツクイ志木中宗岡  介護事業 中宗岡 ｻｰﾋﾞｽ 

9 ﾃﾆｽｽｸｰﾙ みんなのテニス  テニススクール 柏 町 ｻｰﾋﾞｽ 

10 フロアージュ  菓子販売業 幸 町 商 業 

11 チャンピオン商事㈱  鳩・小鳥関連輸入販売業 中宗岡 商 業 

12 ㈱C-quest  中古車販売業 柏 町 商 業 

13 志木市空手道場連盟 向上会  インストラクター 柏 町 ｻｰﾋﾞｽ 

14 ﾜｰｶｰｽﾞｺﾚｸﾃｨﾌﾞ 紬  ﾚﾝﾀﾙﾎﾞｯｸｽ・ﾐｼﾝｶﾌｪ 本 町 商 業 

15 ㈱はらメディカル  ディケアサービス 幸 町 商 業 

16 NPO 法人 志木もりあげ隊 激団志木  地域貢献 本 町 ｻｰﾋﾞｽ 

17 ローソン志木 下宗岡店  コンビニエンスストア 下宗岡 商 業 

18 E-place  英会話講師派遣事業 朝霞市 ｻｰﾋﾞｽ 

19 ㈱青山学園  教育業 本 町 ｻｰﾋﾞｽ 

20 竹内 知子  コミュニティカフェ 柏 町 ｻｰﾋﾞｽ 

21 （医）武蔵野会 TMG 宗岡中央病院  医療法人 上宗岡 ｻｰﾋﾞｽ 

22 ㈱Real Rush  電機通信工事業 中宗岡 建 設 

23 志木市食品衛生協会  食品関係者への指導協力 本 町 その他 

24 ㈲勝樺工芸  茶葉ネット販売業 柏 町 商 業 

25 ソニー生命保険㈱  生命保険業 東京都 ｻｰﾋﾞｽ 

26 ㈱エムテック  建設コンサルタント業 本 町 ｻｰﾋﾞｽ 

27 ラディアンス  心理療法 幸 町 ｻｰﾋﾞｽ 

28 ㈱特選呉服 京彩志木店  呉服販売業 本 町 商 業 

 

新規加入会員一覧表 平成 25年 1 月～平成 26 年 5 月 

平成 26年度予算 支出の部 平成 26年度予算 収入の部 

平成 25年度決算 収入の部 平成 25年度決算 支出の部 

新
理
事
紹
介 

理
事 

青
年
部
長 

平
光
史
明 

会
費
の
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ 

平
成
26
年
度
上
期
分
䥹
平
26
年
４
月
䦅
平
成

26
年
９
月
分
䥺
を
䣍
指
定
口
座
よ
り
平
成
26
年

７
月
16
日
に
振
替
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
䣍
口

座
残
高
の
確
認
を
お
願
い
致
し
ま
す
䣎 ま

た
䣍
本
年
度
の
重
点
推
進
項
目
は
左
記
の
通
り
で
す 

①
経
営
改
善
普
及
事
業
活
動
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み 

②
行
政
と
の
連
携
強
化
推
進 

③
会
員
数
の
増
強 

④
自
主
財
源
確
保
へ
の
取
り
組
み 

⑤
ま
ち
づ
く
り
観
光
事
業
へ
の
取
り
組
み 

⑥
会
員
メ
リ
䣹
ト
の
充
実
推
進 

⑦
信
頼
さ
れ
る
商
工
会
事
業
へ
の
取
り
組
み 

⑧
役
職
員
の
資
質
向
上
対
策
事
業
へ
の
取
り
組
み 

 

★経営革新計画の承認申請を取るきっかけは～ 

 経営革新を取得した先輩からの強い勧めでした。 

初めはあまり興味がなく進めて行きましたが、商工会の専門家派遣事業で

呼んで頂いたコンサルタントの方と取り組んでいるうちに自社の強みや弱

みを見直す事ができ、将来への目標を定めていく事が出来ました。 

 

★今後の事業展開は～ 

１番の目的としていた工場移転が思うように進まず、当分の間は視点を変

え、保管は営業倉庫へお願いし、社内では製造に重点を置いて行こうと考え

ています。 

 

★経営革新承認を目指そうとしている企業に～ 

行政は煩わしいと思っていましたが、 

非常に親身に相談にのって頂ける事と 

金融機関にも評価して頂けるので、ま 

ず始めてみる事だと思います。 
 

 

  総収入金額 
 
 ￥110,250,395 

総支出金額 
 

￥110,250,395 

総予算金額 
 

￥111,800,000 

総予算金額 
 

￥111,800,000 

平成 25 年度経営革新計画の承認を取得した、上宗岡で医薬品・
化粧品加工業を営んでいる柏産業株式会社 鈴木祐一社長にお
話を伺いました。 


 

今
後
の
行
事
协
事
業
卐
予
定 


 

６
月
２
日 

 


 

７
月
５
日 

 

 

 


 

７
月
10
日 

 


 

９
月
11
日 

 


 

10
月
予
定 

 
 
 

10
月
15
日 


 

11
月
９
日 

 


 

11
月
13
日 


 

11
月
予
定 

 


 

平
成
27
年 


 

１
月
８
日 

 


 

１
月
23
日 

 


 

３
月
12
日 

 


 

３
月
予
定 

  
 

第
24
回
チ
勐
リ
テ
勋
ゴ
ル
フ
大
会 


 

田
子
山
富
士
の
山
開
き 


 

ク
ロ
ス
ワ
勖
ド
ラ
リ
勖 


 

か
勂
ぱ
ふ
れ
あ
い
館
４
周
年
記
念 


 

第
２
回
理
事
会 


 

第
３
回
理
事
会 


 

行
政
と
の
懇
談
会 


 

商
工
会
一
斉
美
化
清
掃
活
動 


 

第
７
回
志
木
市
民
ま
つ
り 


 

第
４
回
理
事
会 


 

役
員
研
修
会 


  


 

第
５
回
理
事
会 


 

新
年
賀
詞
交
歓
会 


 

第
６
回
理
事
会 


 

地
区
懇
談
会 

 



            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

   

先
進
地
視
察
研
修
会
を 

サ
䤀
ビ
ス
業
部
会
と
合
同
で
開
催 

商
業
部
会
で
は
２
月
２
日
䥹
日
䥺
サ
䤀

ビ
ス
業
部
会
と
合
同
で
先
進
地
視
察
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
䣎䣕
ま
ち
お
こ
し
䣖

を
テ
䤀
マ
に
䣓
コ
ロ
䣹
ケ
で
ま
ち
お
こ

し
䣔
を
し
て
い
る
茨
城
県
龍
䣿
崎
市
商
工

会
を
視
察
し
ま
し
た
䣎
当
日
は
女
性
部
が

中
心
と
な
り
コ
ロ
䣹
ケ
を
販
売
し
て
い

る
䣕
マ
イ
ン
バ
ザ
䤀
ル
䣖
も
見
学
し
ま
し
た
䣎 

午
後
に
は
䣍
キ
リ
ン
ビ
䤀
ル
の
取
手
工

場
を
視
察
し
䣍
工
場
内
の
䣕
キ
リ
ン
ビ
ア

パ
䤀
ク
䣖
で
は
旬
の
ビ
䤀
ル
も
試
飲
し
䣍

参
加
者
は
有
意
義
な
研
修
を
終
え
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
䣎 

三
部
会
合
同
䣓
倍
返
し
セ
䤀
ル
䣔
を
開
催 

 

昨
年
よ
り
䣓
春
の
い
ろ
は
親
水
公
園
ま

つ
り
䣔
に
合
わ
せ
て
䣍
三
部
会
䥹
商
業
・

商
店
会
連
合
会
・
カ
䣹
パ
シ
䤀
ル
会
䥺
合

同
セ
䤀
ル
が
12
月
１
日
か
ら
４
月
５
日

ま
で
市
内
47
店
舗
の
参
加
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
䣎
親
水
公
園
ま
つ
り
の
抽
選
会
で

は
長
蛇
の
列
が
で
き
䣍
多
く
の
方
に
来
場

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
䣎 

 

 

 

商
業
部
会 

工
業
部
会 

同
呎
吪
吐
業
部
会 

建
設
業
部
会 

去
る
５
月
８
日
総
会
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
䣍
平
成
26
年
度
が
ス
タ
䤀
ト
し
ま

し
た
䣎 

䣓
花
い
䣬
ぱ
い
運
動
䣔
で
は
観
光
資
源
開

発
部
会
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
皇
帝

ダ
リ
ア
の
植
栽
を
実
施
し
ま
し
た
䣎
秋
の

開
花
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
䣎 

今
年
度
も
地
域
振
興
に
積
極
的
に
䣓
元

気
・
笑
顔
・
思
い
や
り
䣔
で
活
動
し
て
参

り
ま
す
䣎 

本
会
役
員
の
皆
様
を
は
じ
め
部
員
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
䣎 

今
後
の
事
業
予
定 

★
ア
ル
ミ
缶
回
収 

７
月
８
日
・
９
月
９
日
・
12
月
９
日 

平
成
27
年
２
月
10
日 

★
ビ
ア
ガ
䤀
デ
ン 

７
月
27
日
䥹
日
䥺
東
上
ガ
ス
駐
車
場 

  

  

  

 

青
年
部 

サ
䤀
ビ
ス
業
部
会
で
は
平
成
25
年
度

一
年
間
サ
䤀
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
に
䣍

䣓
江
戸
し
ぐ
さ
䣔
を
テ
䤀
マ
と
し
䣍
イ
ブ

ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
䤀
と
勉
強
会
を
２
回
開

催
し
ま
し
た
䣎 

本
年
度
も
テ
䤀
マ
を
絞
り
䣍
会
員
事
業

所
の
経
営
に
役
立
ち
䣍
部
会
員
の
資
質
向

上
と
な
る
事
業
を
計
画
致
し
ま
す
の
で
䣍

積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
䣎 

 

 

 

女
性
部 

２
月
に
桶
川
市
メ
ガ
ソ
䤀
ラ
施
設
等

の
見
学
研
修
を
行
い
䣍
３
月
の
役
員
会
で

事
業
の
反
省
及
び
新
年
度
事
業
の
意
見

交
換
も
終
わ
り
䣍
26
年
度
も
ス
タ
䤀
ト

致
し
ま
し
た
䣎 

４
月
に
は
と
り
わ
け
建
設
業
に
と
䣬

て
関
心
の
あ
る
消
費
税
ア
䣹
プ
の
影
響
䣍

更
に
深
刻
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
職

人
の
絶
対
的
不
足
䣍
高
齢
化
若
年
者
の
不

足
䣍
ま
た
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
䣹
ク
施

設
建
設
に
よ
る
中
小
建
設
企
業
へ
の
影

響
な
ど
危
惧
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
䣎 

２
月
14
日
未
曾
有
の
大
雪
に
よ
る
秩

父
地
方
の
孤
立
化
䣍
交
通
網
の
寸
断
等
自

然
災
害
時
に
お
い
て
の
役
割
を
果
た
す

為
䣍
健
全
な
建
設
産
業
を
維
持
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
䣍
理
解
を
得
て 

青
年
部
で
は
䣍
去
る
４
月
19
日
䥹
土
䥺

に
䣓
平
成
26
年
度
青
年
部
通
常
総
会
䣔

を
開
催
し
䣍
平
成
26
年
度
を
ス
タ
䤀
ト

さ
せ
ま
し
た
䣎
平
光
史
明
部
長
を
中
心
に

䣓
G

O
！
チ
䣺
レ
ン
ジ
䦅
限
り
な
い
可

能
性
に
向
か
䣬
て
䦅
䣔
を
ス
ロ
䤀
ガ
ン
に

掲
げ
䣍
活
動
し
て
参
り
ま
す
䣎 

今
年
度
は
䣍
第
一
ブ
ロ
䣹
ク
野
球
大
会

を
本
市
が
主
管
と
な
り
他
単
会
を
志
木

市
に
迎
え
䣍
開
催
い
た
し
ま
す
䣎 

ま
た
䣍 

新
た
な
地
域
振
興
事
業
を
検

討
し
て
お
り
䣍
青
年
部
員
一
丸
と
な
䣬
て

実
施
し
て
い
き
ま
す
䣎
皆
様
の
ご
協
力
䣍

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
䣎 

 
 

     

工
業
部
会
で
は
䣍
毎
年
開
催
し
て
い
る

近
隣
４
市
商
工
会
主
催
䣓
広
域
商
談
会
䣔

と
は
別
に
䣍
狭
山
商
工
会
議
所
や
入
間
市

商
工
会
等
䣍
埼
玉
県
西
部
地
域
と
連
携

し
䣍
10
月
８
日
䥹
水
䥺
開
催
の
䣓
埼
玉

県
西
部
地
域
産
業
ミ
ニ
商
談
会
䣔
に
参
加

協
力
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
䣎
広
域
連
携
と
い
う
こ
と
で
多
く
の

商
談
が
可
能
と
な
り
ま
す
䣎
詳
細
は
本
会

報
に
チ
ラ
シ
を
同
封
い
た
し
ま
し
た
䣎
発

注
企
業
䣍
受
注
企
業
と
も
に
募
集
い
た
し

ま
す
の
で
䣍
是
非
こ
の
機
会
を
ご
活
用
下

さ
い
䣎 

 

労災保険の特別加入者の給付基礎日額の選択の幅が広がりました 
 

労災保険は労働者の業務または通勤による災害に対して保険給付を行う制度です。 

労働者以外でも業務の事情、災害の発生状況などからみて、労働者に準じて保護する 

ことが適当であると認められる人には、特別に任意加入を認めています。これが「特

別加入制度」です。 

特別加入者に対する保険給付額は「給付基礎日額」によって算出します。加入者本人

が「給付基礎日額」を選択し、それに所定の保険料率をかけて算出された保険料を支

払うこととなっています。 

平成 26年 9月 1日からは「給付基礎日額」の選択が広がりました。 

 
 給付基礎日額 

従  来 
3,500円   4,000円   5,000円   6,000円    7,000円     8,000円   9,000円  

10,000円  12,000円  14,000円  16,000円   18,000円    20,000円 

追加の額 22,000円 24,000円   25,000円 

 ＊すでに特別加入している方 

年度末又は労働保険の年度更新期間（6月 1日～7月 10日）に変更の手続きを行って下さい。 

＊新規に加入する方 

 加入する時にすべての給付日額を選択できます。    問合せ先：都道府県労働局・労働基準監督署 

 

平成 26 年度の制度改正により、市場金利との連動性を高めるた

め、基準金利改正と融資期間別の利率を設定致しました。なお、新し

い利率は平成 26年 4月 1日の融資実行分から適用されます。 

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
䣎
短
期
間
で
解
決

出
来
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
䣍
建
設

業
の
特
徴
で
あ
る
䣓
あ
ら
ゆ
る
職
種
が
ま

と
ま
り
一
つ
の
現
場
を
仕
上
げ
る
䣔
協
調

性
を
生
か
し
な
が
ら
䣍
郷
土
志
木
の
賑
わ

い
発
展
の
為
役
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
䣎 

 

工業部会 会員総合交流会（企業訪問） 
工業部会主催による恒例の会員総合交流会

（企業訪問）を去る 2月 18日（火）に開催いたしま

した。工業会員を中心に、それぞれの企業の事

業内容を知ることで、更なる会員間の連携を図る

ことを目的としております。 

今回は、下宗岡の製本業、㈱ティーエムビー

と、同じく下宗岡に本社のある試作品製造の㈱

アドバンスの上宗岡工場を訪問致しました。最後

に朝霞市にある東京都水道局、朝霞浄水場を見

学致しました。工場に一歩踏み入り、様々なもの

を見ることで理解を深めることが出来ました。 

 

㈱ティーエムビー   

様々な製品の開発など伺いました 

㈱アドバンス     

事業内容、展開について話を伺い、

作業工程など見学しました 



             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

かっぱふれあい館の営業時間と定休日が 

変更になりました。 

営業時間：11：00～17：00   

定休日：日曜・月曜 

★７月５日（土）～８月 31日（日） 

の期間は無休で営業します！ 
夏休み期間中はクロスワードラリー（商工会主催）やリア

ル宝さがし（東武鉄道１００周年記念）の拠点になります

ので是非ご来店下さい！！ 

 

 

 

志木のお富士さんで親しまれている田子山富士の山開きイベントが開催されます。 

世界自然遺産の富士山は一足早く山開きを迎えますが、志木のお富士さんは皆様にご来場いた

だけるよう志木市商工会 観光資源開発部会・物産開発部会・空き店舗対策委員会でイベント

を企画します。 

開催日時  平成 26年 7月 5日（土）10時～15時 

会  場  敷島神社境内 

内  容  式 典         10時 

      山開き         11時 

      志木のお富士さん説明  11時 30分 

かっぱふれあい館・志木物産品の販売   10時～ 

かっぱ像をめぐるクロスワードラリー開始 10時～ 

≪同時開催≫ 

かっぱ像をめぐるクロスワードラリー7月 5日（土）～8月 23日（土） 
観光資源開発部会ではかっぱ像をめぐるクロスワードラリーを実施します。 

① クロスワードパズルの台紙を購入（100円・志木名物引換券付） 

期間中、志木市商工会/かっぱふれあい館にて販売。 

② 期間内に市内にあるかっぱ像をめぐりクイズに答えてクロス 

ワードパズルを完成させたら完走賞と交換。 

③ 8月 24日（日）に、かっぱふれあい館前にてご来場の完走者を 

対象に豪華賞品が当たる抽選会を行います。 

※１枚で３度楽しいラリーに皆様、奮ってご参加下さい。 

 

協力 十文字学園女子大学 生活情報学科（川瀬ゼミ） 

後援 志木市・志木市食肉組合 

 

桜満開の 4月 6日(日)、前日前夜の雨によりイベント会場の悪条件も実

行委員皆様の懸命な作業により、4,800 人の来場者をお迎えして無事開

催することができました。当日は東日本大震災復興支援、春の交通安全

運動を訴え、埼玉県警察音楽隊、志木中学校吹奏楽部、慶應義塾志木

高等学校器学部、志木第二中学校吹奏楽部の演奏による「音楽祭」がメ

インとなりました。志木高等学校吹奏楽部は急な天候の変化により中止と

なってしまいましたが、素晴らしい演奏に大きな拍手が寄せられました。 

本イベントの目玉の一つであった「カッパシールを集めてお買物券をゲ

ットしよう」の「倍返しセール抽選会」も大盛況でした。 

当日会場では、ご当地グルメの他、「志木物産展」も同時開催され、「は

たざくらカッピーコロッケ」をはじめ、志木の物産品や名物も大好評でした。 

また、ご当地キャラであるカッピー＆志木あらちゃん、カパルのほか、コ

バトン(埼玉県)、ふわっぴー(富士見市)、わこうっち、さつきちゃん(和光市)

もイベントを盛り上げてくれました。 

来年は 4月 5日(日)開催予定です。多くの会員皆様のご参加をお待ちし

ております。 

 

埼玉県警察音楽隊 

志木中学校吹奏楽部 

慶應義塾志木高等学校器学部 

志木第二中学校吹奏楽部 

 

志木名物のギフトセット 
カッピーさくらラスク・カッピーマコロン・カッピーサブレのギフ

トセットができました。 

おいしいお菓子をチョイス、かわいいラッピングはギフトに最

適です。 

お好みのギフトを（１５００円～２０００円）ご用意できます。 

 去る 6月 2日（月）、ノーザン

カントリークラブ錦ヶ原ゴルフ

場さくら草コースにて「第 24回

志木市商工会東日本大震災

復興支援チャリティゴルフ大

会」を 131名の参加者を迎え、

盛大に開催いたしました。 

本大会は皆様の親睦とチャ

リティ活動を目的としており、

そのチャリティ基金は、東日本

大震災復興支援義援金及び

震災孤児育成支援「ロータリ

ー希望の風 奨学金」、志木 

 市社会福祉協議会へ寄付させていただきました。 

皆様のご参加、誠にありがとうございました。 
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慶應義塾志木高等学校器学部 

志木第二中学校吹奏楽部 

 

志木名物のギフトセット 
カッピーさくらラスク・カッピーマコロン・カッピーサブレのギフ

トセットができました。 

おいしいお菓子をチョイス、かわいいラッピングはギフトに最

適です。 

お好みのギフトを（１５００円～２０００円）ご用意できます。 

 去る 6月 2日（月）、ノーザン

カントリークラブ錦ヶ原ゴルフ

場さくら草コースにて「第 24回

志木市商工会東日本大震災

復興支援チャリティゴルフ大

会」を 131名の参加者を迎え、

盛大に開催いたしました。 

本大会は皆様の親睦とチャ

リティ活動を目的としており、

そのチャリティ基金は、東日本

大震災復興支援義援金及び

震災孤児育成支援「ロータリ

ー希望の風 奨学金」、志木 

 市社会福祉協議会へ寄付させていただきました。 

皆様のご参加、誠にありがとうございました。 

 



            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

   

先
進
地
視
察
研
修
会
を 

サ
䤀
ビ
ス
業
部
会
と
合
同
で
開
催 

商
業
部
会
で
は
２
月
２
日
䥹
日
䥺
サ
䤀

ビ
ス
業
部
会
と
合
同
で
先
進
地
視
察
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
䣎䣕
ま
ち
お
こ
し
䣖

を
テ
䤀
マ
に
䣓
コ
ロ
䣹
ケ
で
ま
ち
お
こ

し
䣔
を
し
て
い
る
茨
城
県
龍
䣿
崎
市
商
工

会
を
視
察
し
ま
し
た
䣎
当
日
は
女
性
部
が

中
心
と
な
り
コ
ロ
䣹
ケ
を
販
売
し
て
い

る
䣕
マ
イ
ン
バ
ザ
䤀
ル
䣖
も
見
学
し
ま
し
た
䣎 

午
後
に
は
䣍
キ
リ
ン
ビ
䤀
ル
の
取
手
工

場
を
視
察
し
䣍
工
場
内
の
䣕
キ
リ
ン
ビ
ア

パ
䤀
ク
䣖
で
は
旬
の
ビ
䤀
ル
も
試
飲
し
䣍

参
加
者
は
有
意
義
な
研
修
を
終
え
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
䣎 

三
部
会
合
同
䣓
倍
返
し
セ
䤀
ル
䣔
を
開
催 

 

昨
年
よ
り
䣓
春
の
い
ろ
は
親
水
公
園
ま

つ
り
䣔
に
合
わ
せ
て
䣍
三
部
会
䥹
商
業
・

商
店
会
連
合
会
・
カ
䣹
パ
シ
䤀
ル
会
䥺
合

同
セ
䤀
ル
が
12
月
１
日
か
ら
４
月
５
日

ま
で
市
内
47
店
舗
の
参
加
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
䣎
親
水
公
園
ま
つ
り
の
抽
選
会
で

は
長
蛇
の
列
が
で
き
䣍
多
く
の
方
に
来
場

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
䣎 

 

 

 

商
業
部
会 

工
業
部
会 

同
呎
吪
吐
業
部
会 

建
設
業
部
会 

去
る
５
月
８
日
総
会
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
䣍
平
成
26
年
度
が
ス
タ
䤀
ト
し
ま

し
た
䣎 

䣓
花
い
䣬
ぱ
い
運
動
䣔
で
は
観
光
資
源
開

発
部
会
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
皇
帝

ダ
リ
ア
の
植
栽
を
実
施
し
ま
し
た
䣎
秋
の

開
花
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
䣎 

今
年
度
も
地
域
振
興
に
積
極
的
に
䣓
元

気
・
笑
顔
・
思
い
や
り
䣔
で
活
動
し
て
参

り
ま
す
䣎 

本
会
役
員
の
皆
様
を
は
じ
め
部
員
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
䣎 

今
後
の
事
業
予
定 

★
ア
ル
ミ
缶
回
収 

７
月
８
日
・
９
月
９
日
・
12
月
９
日 

平
成
27
年
２
月
10
日 

★
ビ
ア
ガ
䤀
デ
ン 

７
月
27
日
䥹
日
䥺
東
上
ガ
ス
駐
車
場 

  

  

  

 

青
年
部 

サ
䤀
ビ
ス
業
部
会
で
は
平
成
25
年
度

一
年
間
サ
䤀
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
に
䣍

䣓
江
戸
し
ぐ
さ
䣔
を
テ
䤀
マ
と
し
䣍
イ
ブ

ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
䤀
と
勉
強
会
を
２
回
開

催
し
ま
し
た
䣎 

本
年
度
も
テ
䤀
マ
を
絞
り
䣍
会
員
事
業

所
の
経
営
に
役
立
ち
䣍
部
会
員
の
資
質
向

上
と
な
る
事
業
を
計
画
致
し
ま
す
の
で
䣍

積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
䣎 

 

 

 

女
性
部 

２
月
に
桶
川
市
メ
ガ
ソ
䤀
ラ
施
設
等

の
見
学
研
修
を
行
い
䣍
３
月
の
役
員
会
で

事
業
の
反
省
及
び
新
年
度
事
業
の
意
見

交
換
も
終
わ
り
䣍
26
年
度
も
ス
タ
䤀
ト

致
し
ま
し
た
䣎 

４
月
に
は
と
り
わ
け
建
設
業
に
と
䣬

て
関
心
の
あ
る
消
費
税
ア
䣹
プ
の
影
響
䣍

更
に
深
刻
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
職

人
の
絶
対
的
不
足
䣍
高
齢
化
若
年
者
の
不

足
䣍
ま
た
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
䣹
ク
施

設
建
設
に
よ
る
中
小
建
設
企
業
へ
の
影

響
な
ど
危
惧
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
䣎 

２
月
14
日
未
曾
有
の
大
雪
に
よ
る
秩

父
地
方
の
孤
立
化
䣍
交
通
網
の
寸
断
等
自

然
災
害
時
に
お
い
て
の
役
割
を
果
た
す

為
䣍
健
全
な
建
設
産
業
を
維
持
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
䣍
理
解
を
得
て 

青
年
部
で
は
䣍
去
る
４
月
19
日
䥹
土
䥺

に
䣓
平
成
26
年
度
青
年
部
通
常
総
会
䣔

を
開
催
し
䣍
平
成
26
年
度
を
ス
タ
䤀
ト

さ
せ
ま
し
た
䣎
平
光
史
明
部
長
を
中
心
に

䣓
G

O
！
チ
䣺
レ
ン
ジ
䦅
限
り
な
い
可

能
性
に
向
か
䣬
て
䦅
䣔
を
ス
ロ
䤀
ガ
ン
に

掲
げ
䣍
活
動
し
て
参
り
ま
す
䣎 

今
年
度
は
䣍
第
一
ブ
ロ
䣹
ク
野
球
大
会

を
本
市
が
主
管
と
な
り
他
単
会
を
志
木

市
に
迎
え
䣍
開
催
い
た
し
ま
す
䣎 

ま
た
䣍 

新
た
な
地
域
振
興
事
業
を
検

討
し
て
お
り
䣍
青
年
部
員
一
丸
と
な
䣬
て

実
施
し
て
い
き
ま
す
䣎
皆
様
の
ご
協
力
䣍

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
䣎 

 
 

     

工
業
部
会
で
は
䣍
毎
年
開
催
し
て
い
る

近
隣
４
市
商
工
会
主
催
䣓
広
域
商
談
会
䣔

と
は
別
に
䣍
狭
山
商
工
会
議
所
や
入
間
市

商
工
会
等
䣍
埼
玉
県
西
部
地
域
と
連
携

し
䣍
10
月
８
日
䥹
水
䥺
開
催
の
䣓
埼
玉

県
西
部
地
域
産
業
ミ
ニ
商
談
会
䣔
に
参
加

協
力
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
䣎
広
域
連
携
と
い
う
こ
と
で
多
く
の

商
談
が
可
能
と
な
り
ま
す
䣎
詳
細
は
本
会

報
に
チ
ラ
シ
を
同
封
い
た
し
ま
し
た
䣎
発

注
企
業
䣍
受
注
企
業
と
も
に
募
集
い
た
し

ま
す
の
で
䣍
是
非
こ
の
機
会
を
ご
活
用
下

さ
い
䣎 

 

労災保険の特別加入者の給付基礎日額の選択の幅が広がりました 
 

労災保険は労働者の業務または通勤による災害に対して保険給付を行う制度です。 

労働者以外でも業務の事情、災害の発生状況などからみて、労働者に準じて保護する 

ことが適当であると認められる人には、特別に任意加入を認めています。これが「特

別加入制度」です。 

特別加入者に対する保険給付額は「給付基礎日額」によって算出します。加入者本人

が「給付基礎日額」を選択し、それに所定の保険料率をかけて算出された保険料を支

払うこととなっています。 

平成 26年 9月 1日からは「給付基礎日額」の選択が広がりました。 

 
 給付基礎日額 

従  来 
3,500円   4,000円   5,000円   6,000円    7,000円     8,000円   9,000円  

10,000円  12,000円  14,000円  16,000円   18,000円    20,000円 

追加の額 22,000円 24,000円   25,000円 

 ＊すでに特別加入している方 

年度末又は労働保険の年度更新期間（6月 1日～7月 10日）に変更の手続きを行って下さい。 

＊新規に加入する方 

 加入する時にすべての給付日額を選択できます。    問合せ先：都道府県労働局・労働基準監督署 

 

平成 26 年度の制度改正により、市場金利との連動性を高めるた

め、基準金利改正と融資期間別の利率を設定致しました。なお、新し

い利率は平成 26年 4月 1日の融資実行分から適用されます。 

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
䣎
短
期
間
で
解
決

出
来
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
䣍
建
設

業
の
特
徴
で
あ
る
䣓
あ
ら
ゆ
る
職
種
が
ま

と
ま
り
一
つ
の
現
場
を
仕
上
げ
る
䣔
協
調

性
を
生
か
し
な
が
ら
䣍
郷
土
志
木
の
賑
わ

い
発
展
の
為
役
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
䣎 

 

工業部会 会員総合交流会（企業訪問） 
工業部会主催による恒例の会員総合交流会

（企業訪問）を去る 2月 18日（火）に開催いたしま

した。工業会員を中心に、それぞれの企業の事

業内容を知ることで、更なる会員間の連携を図る

ことを目的としております。 

今回は、下宗岡の製本業、㈱ティーエムビー

と、同じく下宗岡に本社のある試作品製造の㈱

アドバンスの上宗岡工場を訪問致しました。最後

に朝霞市にある東京都水道局、朝霞浄水場を見

学致しました。工場に一歩踏み入り、様々なもの

を見ることで理解を深めることが出来ました。 

 

㈱ティーエムビー   

様々な製品の開発など伺いました 

㈱アドバンス     

事業内容、展開について話を伺い、

作業工程など見学しました 



             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

NO.   事 業 所 名   業  種 住 所 部 会 

1 志木ライオンズクラブ  社会奉仕 本 町 ｻｰﾋﾞｽ 

2  JS 司法書士事務所  司法書士 新座市 ｻｰﾋﾞｽ 

3 ㈱ D.P.M  額縁製造業 上宗岡 工 業 

4  居酒屋 つかさ  飲食業 下宗岡 商 業 

5 松原鍼灸治療院  鍼灸マッサージ 館 ｻｰﾋﾞｽ 

6  たしろ製菓  製菓販売業 市 外 商 業 

7 ㈲龍川工務店  建築業 柏 町 建 設 

8 ツクイ志木中宗岡  介護事業 中宗岡 ｻｰﾋﾞｽ 

9 ﾃﾆｽｽｸｰﾙ みんなのテニス  テニススクール 柏 町 ｻｰﾋﾞｽ 

10 フロアージュ  菓子販売業 幸 町 商 業 

11 チャンピオン商事㈱  鳩・小鳥関連輸入販売業 中宗岡 商 業 

12 ㈱C-quest  中古車販売業 柏 町 商 業 

13 志木市空手道場連盟 向上会  インストラクター 柏 町 ｻｰﾋﾞｽ 

14 ﾜｰｶｰｽﾞｺﾚｸﾃｨﾌﾞ 紬  ﾚﾝﾀﾙﾎﾞｯｸｽ・ﾐｼﾝｶﾌｪ 本 町 商 業 

15 ㈱はらメディカル  ディケアサービス 幸 町 商 業 

16 NPO 法人 志木もりあげ隊 激団志木  地域貢献 本 町 ｻｰﾋﾞｽ 

17 ローソン志木 下宗岡店  コンビニエンスストア 下宗岡 商 業 

18 E-place  英会話講師派遣事業 朝霞市 ｻｰﾋﾞｽ 

19 ㈱青山学園  教育業 本 町 ｻｰﾋﾞｽ 

20 竹内 知子  コミュニティカフェ 柏 町 ｻｰﾋﾞｽ 

21 （医）武蔵野会 TMG 宗岡中央病院  医療法人 上宗岡 ｻｰﾋﾞｽ 

22 ㈱Real Rush  電機通信工事業 中宗岡 建 設 

23 志木市食品衛生協会  食品関係者への指導協力 本 町 その他 

24 ㈲勝樺工芸  茶葉ネット販売業 柏 町 商 業 

25 ソニー生命保険㈱  生命保険業 東京都 ｻｰﾋﾞｽ 

26 ㈱エムテック  建設コンサルタント業 本 町 ｻｰﾋﾞｽ 

27 ラディアンス  心理療法 幸 町 ｻｰﾋﾞｽ 

28 ㈱特選呉服 京彩志木店  呉服販売業 本 町 商 業 

 

新規加入会員一覧表 平成 25年 1 月～平成 26 年 5 月 

平成 26年度予算 支出の部 平成 26年度予算 収入の部 

平成 25年度決算 収入の部 平成 25年度決算 支出の部 

新
理
事
紹
介 

理
事 

青
年
部
長 

平
光
史
明 

会
費
の
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ 

平
成
26
年
度
上
期
分
䥹
平
26
年
４
月
䦅
平
成

26
年
９
月
分
䥺
を
䣍
指
定
口
座
よ
り
平
成
26
年

７
月
16
日
に
振
替
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
䣍
口

座
残
高
の
確
認
を
お
願
い
致
し
ま
す
䣎 ま

た
䣍
本
年
度
の
重
点
推
進
項
目
は
左
記
の
通
り
で
す 

①
経
営
改
善
普
及
事
業
活
動
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み 

②
行
政
と
の
連
携
強
化
推
進 

③
会
員
数
の
増
強 

④
自
主
財
源
確
保
へ
の
取
り
組
み 

⑤
ま
ち
づ
く
り
観
光
事
業
へ
の
取
り
組
み 

⑥
会
員
メ
リ
䣹
ト
の
充
実
推
進 

⑦
信
頼
さ
れ
る
商
工
会
事
業
へ
の
取
り
組
み 

⑧
役
職
員
の
資
質
向
上
対
策
事
業
へ
の
取
り
組
み 

 

★経営革新計画の承認申請を取るきっかけは～ 

 経営革新を取得した先輩からの強い勧めでした。 

初めはあまり興味がなく進めて行きましたが、商工会の専門家派遣事業で

呼んで頂いたコンサルタントの方と取り組んでいるうちに自社の強みや弱

みを見直す事ができ、将来への目標を定めていく事が出来ました。 

 

★今後の事業展開は～ 

１番の目的としていた工場移転が思うように進まず、当分の間は視点を変

え、保管は営業倉庫へお願いし、社内では製造に重点を置いて行こうと考え

ています。 

 

★経営革新承認を目指そうとしている企業に～ 

行政は煩わしいと思っていましたが、 

非常に親身に相談にのって頂ける事と 

金融機関にも評価して頂けるので、ま 

ず始めてみる事だと思います。 
 

 

  総収入金額 
 
 ￥110,250,395 

総支出金額 
 

￥110,250,395 

総予算金額 
 

￥111,800,000 

総予算金額 
 

￥111,800,000 

平成 25 年度経営革新計画の承認を取得した、上宗岡で医薬品・
化粧品加工業を営んでいる柏産業株式会社 鈴木祐一社長にお
話を伺いました。 


 

今
後
の
行
事
协
事
業
卐
予
定 


 

６
月
２
日 

 


 

７
月
５
日 

 

 

 


 

７
月
10
日 

 


 

９
月
11
日 

 


 

10
月
予
定 

 
 
 

10
月
15
日 


 

11
月
９
日 

 


 

11
月
13
日 


 

11
月
予
定 

 


 

平
成
27
年 


 

１
月
８
日 

 


 

１
月
23
日 

 


 

３
月
12
日 

 


 

３
月
予
定 

  
 

第
24
回
チ
勐
リ
テ
勋
ゴ
ル
フ
大
会 


 

田
子
山
富
士
の
山
開
き 


 

ク
ロ
ス
ワ
勖
ド
ラ
リ
勖 


 

か
勂
ぱ
ふ
れ
あ
い
館
４
周
年
記
念 


 

第
２
回
理
事
会 


 

第
３
回
理
事
会 


 

行
政
と
の
懇
談
会 


 

商
工
会
一
斉
美
化
清
掃
活
動 


 

第
７
回
志
木
市
民
ま
つ
り 


 

第
４
回
理
事
会 


 

役
員
研
修
会 


  


 

第
５
回
理
事
会 


 

新
年
賀
詞
交
歓
会 


 

第
６
回
理
事
会 


 

地
区
懇
談
会 

 



 

平
成
26
年
度
第
54
回
志
木
市
商
工
会
通
常
総
代
会
が
多
数
の
総
代
の
皆
さ

ん
と
香
川
市
長
初
め
来
賓
の
方
々
の
ご
臨
席
の
も
と
す
べ
て
の
議
案
を
ご
承

認
頂
き
無
事
終
了
し
䣍
新
年
度
の
ス
タ
䤀
ト
を
切
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
䣎 

安
倍
内
閣
の
三
本
の
矢
䣍
䣓
金
融
政
策
䣔
䣓
財
政
政
策
䣔
が
進
み
三
本
目
の

矢
で
あ
る
䣓
成
長
政
策
䣔
が
放
た
れ
景
気
も
少
し
上
向
き
に
な
䣬
て
き
た
感
が

あ
る
中
䣍
４
月
よ
り
消
費
税
が
５
％
か
ら
８
％
に
な
り
我
々
小
規
模
事
業
者
に

と
䣬
て
は
又
䣍
先
が
見
え
な
い
状
況
に
な
䣬
た
気
が
し
ま
す
䣎 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
今
年
度
も
本
会
は
総
合
的
な
経
済
団
体
と
し
て

経
営
改
善
普
及
事
業
を
基
本
に
会
員
企
業
と
の
金
融
䣍
税
務
相
談
業
務
を
強
化

す
る
と
共
に
福
利
厚
生
事
業
の
充
実
や
情
報
提
供
等
幅
広
く
取
り
組
ん
で
会

員
メ
リ
䣹
ト
の
増
強
を
図
䣬
て
参
り
ま
す
䣎 

又
䣍
重
点
推
進
項
目
で
あ
る
行
政
と
の
連
携
強
化
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
観

光
事
業
を
䣍
昨
年
度
末
に
連
携
協
定
を
締
結
し
た
十
文
字
学
園
女
子
大
学
の
協

力
の
も
と
積
極
的
に
行
䣬
て
参
り
ま
す
䣎 

特
に
䣓
田
子
山
富
士
䣔
の
䣓
山
開
き
䣔
と
皇
帝
ダ
リ
ア
の
植
栽
を
観
光
事
業

化
し
䣍
親
水
公
園
䣍
い
ろ
は
か
䣬
ぱ
を
イ
ベ
ン
ト
の
基
と
し
て
事
業
展
開
を
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
䣎 

䣓
東
日
本
大
震
災
䣔
か
ら
早
３
年
が
経
ち
ま
し
た
䣎
昨
年
の
10
月
に
役
員

研
修
と
し
て
石
巻
か
ほ
く
商
工
会
䣍
南
三
陸
町
等
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
が
ま

だ
ま
だ
復
興
に
は
時
間
が
か
か
る
事
を
実
感
し
䣍
今
年
度
も
事
業
を
通
し
て
義

援
金
の
拠
出
を
図
䣬
て
行
き
た
い
と
思
䣬
て
い
ま
す
䣎
チ
䣺
リ
テ
䣵
ゴ
ル
フ
䣍

䣓
か
䣬
ぱ
ふ
れ
あ
い
館
䣔
を
拠
点
と
し
た
チ
䣺
リ
テ
䣵
イ
ベ
ン
ト
䣍
䣓
市
民
ま

つ
り
䣔
で
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
と
思
䣬
て
い

ま
す
䣎 

２
０
２
０
年
に
56
年
ぶ
り
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
䣹
ク
開
催
が
昨
年
決
定
さ

れ
䣍
そ
れ
に
向
け
て
の
景
気
の
回
復
を
䣓
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
䣔
効
果
と
と
も
に
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
䣎 

本
年
度
も
商
工
会
と
し
て
の
使
命
と
役
割
を
役
員
の
皆
様
と
職
員
と
共
に

果
た
し
て
行
き
た
い
と
思
䣬
て
い
ま
す
䣎 

会
員
の
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
䣎 
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会長あいさつ 福利厚生事業 

 

 補助金についての報告 

経営革新計画承認事業所 

 
部会だより 

主な内容 

総代会の報告 

田子山富士山開きについて 

決算・予算の概要 
いろは親水公園まつり報告 

金融のお知らせ 

䦅
景
気
回
復
を 

䣓
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
䣔
に
期
待
䦅 

 

５
月
23
日
志
木
市
民
会
館
パ
ル
シ

テ
䣵
に
於
い
て
䣍
第
54
回
通
常
総
代
会

が
多
数
の
来
賓
の
ご
臨
席
の
も
と
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
䣎 

主
催
者
を
代
表
し
て
清
水
商
工
会

長
は
䣍
䣓
今
年
度
も
福
利
厚
生
事
業
の

充
実
に
よ
る
会
員
メ
リ
䣹
ト
の
増
強
䣍

産
学
公
連
携
に
よ
る
観
光
事
業
の
推

進
な
ど 

総
合
的
な
経
済
団
体
と
し

て
地
域
に
貢
献
し
て
ゆ
き
た
い
䣎
䣔
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
䣎 

そ
し
て
䣍
議
事
は
第
一
号
議
案
か
ら

四
号
議
案
ま
で
原
案
通
り
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
䣎 

 

券  の  種  類 金 額（税込） 

『 春 』券                ４月 1日 ～ ６月 30日の期間有効 1枚１,０００円 

『７月』券（プール券付）   ７月 1日 ～ ７月 31日の期間有効 1枚１,０００円 

『８月』券（プール券付）  ８月 1日 ～ ８月 31日の期間有効 1枚１,５００円 

 

特別利用券無料配布 
特別利用券の配布方法は抽選になります。 
1,000円の特別利用券を１ヶ月毎に、１事業所５枚以内で配布いたします。 

 

⍫平
成
二
十
六
年
度
⎞
向
⎄
⎙
⍬ 

会
長 

清
水  

良
介 

ユナイテット・シネマ（２１劇場）とシネプレックス（１２劇場）の全国３３劇場でご利用頂ける映画鑑賞券を販売しております。 

●一   般 ： １枚１２００円（通常料金１８００円） 

●有効期限 ： 平成２６年８月３１日 

●利用方法 ： 映画鑑賞時に特別鑑賞券をチケット売場で日時指定券に引換えてください。 

（ﾕﾅｲﾃｯﾄ・ｼﾈﾏ浦和、ﾕﾅｲﾃｯﾄ・ｼﾈﾏ ｳﾆｸｽ南古谷、ﾕﾅｲﾃｯﾄ・ｼﾈﾏ入間、ｼﾈﾌﾟﾚｯｯｸｽ新座、他） 

ものづくり・商業・サービス革新 

補助金説明会開催報告 
去る 3 月 6 日（木）志木市民会館にて、国が

公募する「ものづくり・商業・サービス革新補助

金」の説明会を開催いたしました。何か現状を

変えたいと考えている会員の皆様に対し、当補

助制度の概要、チェックポイントをご説明し、個

別相談を承りました。 

 「ものづくり・商業・サービス革新補助金」と

は、試作品・新商品の開発や生産プロセスの改

善、新しいサービスや販売方法の導入など、中

小企業・小規模事業者が事業革新に取り組む費

用の 2/3を補助するものです。平成 24年度補正

予算で「ものづくり補助金」を実施したところ好評

であったため、今回の平成 25 年度補正予算で

は新たに「商業」と「サービス」を追加して実施す

ることになりました。補助額の上限 1,000 万円

（医療・環境・エネルギーなど特定分野への投資

は 1,500万円）です。 

「小規模事業者持続化補助金」 

経営計画作成支援セミナー＆個別相談会開催報告 
小規模事業者が、人口減少や高齢化などによる地域の需要の

変化や事業環境に応じた持続的経営を行うのに必要となる、資金

調達にも役立つ経営計画の作成を支援するため、また、施策情報

の提供や「小規模事業者持続化補助金」の申請等に関する相談に

ついても対応した小規模事業者向けセミナー・個別相談会を実施

しました。 

・セミナー実施日：4月 25日(金)、5月 2日(金)、9日(金)の 3日間 

・個別相談実施日：5月 16日(金)、22日(木)の 2日間 

・第 1次第 1回公募申込事業所：9事業所 

 内採択決定事業所 4事業所 

・第 1次第 2回公募申込事業所：13事業所 

 採択決定予定日 6月末日 

・第 2次公募は、平成 26年７月初旬開始の予定です。 

 
「小規模事業者持続化補助金」とは、わが国の小規模事業者

のほとんどは経営資源が不足していることから、全国にネッ

トワークを持ち、地域に密着している商工会を活用しなが

ら、人口減少や高齢化などによる地域の需要の変化に応じた

持続的な経営に向けた取り組みを支援し、地域の原動力とな

る小規模事業者の活性化を図ることを目的とします。 

 本事業は、持続的な経営に向けた経営計画に基づく、小規

模事業者の地道な販路開拓（創意工夫による売り方やデザイ

ン改変等）などの取り組みを支援するため、それに要する経

費の一部を補助するものです。補助金の上限 50万円（雇用を

増加させる場合、又は従業員の処遇改善に取り組む事業者は

100万円） 


